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の歓声が砂浜に響きました。取れた魚は持ち帰りができるほか、一部はあら汁にし
て振舞われ、親子で海の幸を堪能しました。

人
気
の
七
宝
講
座

　桃生総合支所で
７月２５日、七宝講座
が開かれました。60
歳以上を対象にした
「高齢者の生きがい
と創造の事業」の一
環で、毎月第２・４木曜
日に開講しています。
銅板に専用の絵の具
を使って絵などを描き
焼成する七宝焼きは、自由な発想で作品作りを行うのが魅力です。この事業
は平成19年に始まり、人気の講座になっています。受講者は花や高山植物
をモチーフに、創作意欲をかき立てていました。

大
谷
川
浜
で
安
全
祈
願
祭

　県道女川牡鹿線の新設道
路「大谷川浜小積浜道路事
業」のトンネル掘削工事の安
全祈願祭が7月17日に大谷
川浜で行われ、県や市、地域
の関係者60人が出席しまし
た。新設道路は延長1,840ｍ
で、うち820ｍがトンネルで結
ばれます。　
　全面開通は令和9年3月を目指しており、開通後は両地
区の車での移動が約10分短縮される見込みです。生活
道路のほか、水産物の搬送や災害時の避難道としても活
用されます。

白浜で地引網体験
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力を合わせ“一網打尽”

宮
城
県
消
防
操
法
大
会

　宮城県消防操
法大会が６月２日
に県消防学校で
開催され、石巻
地域からは石巻
市消防団石巻
地区団が出場し
ました。ポンプ車
操法競技と小型
ポンプ操法競技
の２種目に出場し、どちらも好成績で優勝しました。
　１０月１２日（土）に開催される全国消防操法大会（県総合運動公園グラン
ディ２１）にも出場するため、日々 訓練に励んでいます。

石 巻 市消防団が好成績を収める地域を結ぶトンネル

子
ど
も
ら
災
害
時
の
お
約
束

　東日本大震災を
きっかけに誕生した
ヒーロー「破

ば き し ん

牙神ラ
イザー龍

りゅう

」の防災
教室が７月３０日、
飯野川保育所で開
かれました。飯野
川保育所に通う子
どもたちが参加し、
ヒーローの登場と
ともに大きな歓声を上げました。子どもたちは地震の時に身を守る「ダンゴム
シのポーズ」や避難する際の大切なお約束を教わると、最後は一緒に記念
撮影し、楽しい時間を過ごしました。

河 北 ヒーローに学ぶ防災教室

わ
い
Ｗ
Ａ
Ｉ
婦
人
ま
つ
り

　第65回河南婦人
大会「わいＷＡＩ婦人
まつり２０２４」が７月
14日、遊楽館で開か
れ、参加者同士が交
流の輪を広げました。
参加団体による活動
紹介があり、かなん楽
らくニギニギ隊はダン
ベル体操で来場者と
一緒に汗を流しました。また、石巻地方の子どもらのチアダンスチーム「プレ
シャス」も登場し、元気な演技を披露しました。まつりは昭和31年から続く河
南地区婦人会の恒例行事で、最後はビンゴ大会で締めくくりました。

河 南 世代超え交流の輪

荒
浜
で
海
開
き

　荒浜海水浴場が
７月20日～８月18
日の30日間開設さ
れ、多くの家族連れ
でにぎわいました。
東日本大震災を経
て昨年に13年ぶり
に再開した荒浜は、
波が穏やかで、石
巻圏域でも特に水
質が良い海水浴場です。開設期間前の７月19日には砂浜で海開き式の神
事があり、地元の住民や行政、消防、警察の関係者など30人が遊泳中の無
事故と多くの来客を祈願しました。

雄 勝 遊泳の無事故祈願 自由な発想で作品制作

　十三浜の白浜海水
浴場では、遊泳だけで
なく地引網体験が楽
しめます。地元の地
引網組合が９月29日
（日）まで予約を受け
付けており、７月27日
には親子１８０人が力
を合わせました。引き
上げた網の中にはカ
ニやヒラメ、ダツのほ
か、１ｍを超えるスズ
キもあり、子どもたち

安全祈願祭の
様子はこちら


